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1.  業務概要 

1.1.  業務の目的 

本業務は、自動運転サービス導入事業の 2 期社会実証及び本格社会実装の運営支援や

本格社会実装に向けた運用スキームの検討、広報物の制作、協議会（ワーキンググループ

（以下、「WG」という）を含む）や市民説明会の資料作成等を行った。 

 

1.2.  契約概要 

本業務の契約概要を以下に示す。 

 

1）業務名  ：自動運転サービス導入に関する 2期社会実証等運営支援業務委託 

2）履行期間 ：2024年 8月 26日～2025年 1月 31日 

3）発注者  ：埼玉県和光市 

4）受注者  ：株式会社長大 

 

1.3.  業務項目 

本業務の業務項目を以下の表 1-1に示す。 

 

表 1-1 業務項目 

工種・種別・細別 単位 数量 摘要 

計画準備 式 １  

2期社会実証及び本格社会実装の運営支援 式 １  

本格社会実装に向けた運用スキームの検討 式 １  

広報物の制作 式 １  

車内説明員の配備 式 １ 変更 

報告書・説明資料の作成 式 １  

打合せ協議 式 １  
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2.  ２期社会実証及び本格社会実装の運営支援 

自動運転サービス導入事業全体計画に定めた走行ルートを自動運転バス（自動運転レ

ベル 2）で走行するための運営支援を行った。 

 

2.1.  自動運転サービス導入事業全体計画作成の経緯 

自動運転サービス導入事業全体計画の内容については、『令和 6 年度自動運転サービス

導入に関するアンケート調査および人流データ取得・分析業務委託』の業務報告書を参照

のこと。 

この全体計画は、本業務で 8 月 30 日に開催した「第 10 回和光市未来技術地域実装協

議会」及び「第１回 和光市レベル４モビリティ・地域コミッティ」での決議内容を経て

作成されたが、実装協議会の開催に当たっては、本業務以前に実施された以下の関係者協

議及び WG を経て、開催された経緯があるため、ここでは参考として、その開催内容、配

布資料を参考資料として添付（再掲）するものとする。 

開催日時 会議名称 

2024/7/24 和光市における自動運転サービス実現に向けた打合せ 

2024/8/7 第 3 回和光市自動運転サービス導入事業におけるワーキング 

 

 和光市における自動運転サービス実現に向けた打合せの振り返り 

この打合せは、和光市と東武バスウエスト（株）及び先進モビリティ（株）とが協議を

行った打合せであり、協議内容としては、以下の内容が議論されている。 

 

(1)  2期社会実証の実施概要 

2 期社会実証の実施概要として、概要案の資料が説明された。参考として以下に、

当該資料を添付する。 
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(2)  事業スキーム検討 

和光市の自動運転サービス事業に関する事業スキームについて説明されている。参

考として以下に、当該資料を参考に添付する。 
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(3)  運行日数について 

2 期社会実証の運行期間について確認されている。期間については、11 月 18 日～12 月

13 日の期間の平日 5 日間を対象とする。また、11 月 15 日をマスコミ等の乗車日として運

行させることで合意が取られた。 

 

(4)  路車協調システムについて 

路車協調システムについては、先進モビリティ社の自動運転技術を用いることで、路側

センサーから検知した物標の情報をもとに、ドライバーに物標の情報を通知するだけで

なく、それによる車両の減速・停止といった自動制御が可能であることが確認され、物標

に関しては、当該箇所が優先道路にあたることから、従道路を走行する自動車に関しては、

特に減速・停止の自動制御を行わず、あくまで歩行者・自転車の検知に対して、自動制御

を行うこと提案された。また、従道路を走行する自動車についても制御に含めた方が良い

との意見もあり、速度の速い自動車については、制御の対象とするなどの案が出された。 

検知と制御の関係については、進行方向右側の物標を路側センサーで検知し、左側を車

両側で検知する場合、ドライバーの判断による介入も考えると、どの情報をもとに判断し

た挙動なのかが不明瞭となってしまい路側センサーの有効性が示せなくなるため、路側

センサーの情報だけで判断させることが提案された。 

11 月中旬に社会実証を予定しているため、準備として間に合うように仕様を決定させ

た方が良いという意見があり、スケジュール面を考慮しながら、実験の仕様を練ることで

合意されている。 

 

 

 



-2-14- 

 第３回和光市自動運転サービス導入事業におけるワーキングの振り返り 

このワーキングは、和光市と同自動運転サービス導入事業の関連企業とが協議を行っ

た打合せであり、協議内容としては、以下の内容が議論されている。 
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(1)  1期社会実装の実験結果について 

1 期社会実装の実験結果について報告されている。以下に報告資料を参考資料とし

て添付する。 
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 第 10 回和光市未来技術地域実装協議会及び第１回 和光市レベル４モビリテ

ィ・地域コミッティの準備 

これらの会議資料及び会議録を参考に、第 10 回和光市未来技術地域実装協議会の資料

を作成し、実施にむけた準備を行った。協議会の資料については、6 章に添付する。 
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2.2.  自動運転バスの運行 

⚫ 自動運転サービス導入事業全体計画に定めた走行ルートを自動運転バス（自動運転

レベル 2）で計 60 便運行した。 

⚫ なお、自動運転バスの運行は、運行事業者の東武バスウエスト㈱が実施した。 

 

 2期社会実装の概要 

⚫ 運行日数 ：計 20日間（2024年11月15日（金）～2024年12月13日（金）の平日のみ、

12月11日は運休） 

⚫ 運行便数 ：計 60 便（3 便/日） 

 

 自動運転バスの走行結果 

(1)  自動運転率 

⚫ バス専用通行帯における自動運転走行の割合として、自動運転率を算出した結果を

以下の表 2-1 に示す。 

⚫ 全 60 便の自動運転率の平均は 95.2％と高い数値となった。 

⚫ GNSS 測位エラーのため 30%台と低い自動運転率の便も 1 便存在したが、90％以上

の自動運転率を記録した便が全体の約 9 割であった。 

※11/27(水)1 便目は GNSS 測位エラーのため、前半部分で手動走行 

※12/11(水)は車両故障のため全便運休（ブレーキユニットの不具合） 

※自動運転率： (実際に自動運転走行を行った距離÷自動運転走行予定区間)×100 

 

表 2-1 各便の自動運転率 (%) 

 第1便 第2便 第3便 

11 月 15 日(金) 83.04 96.34 98.10 

11 月 18 日(月) 99.99 95.26 100 

11 月 19 日(火) 89.93 99.83 96.85 

11 月 20 日(水) 98.42 99.86 91.84 

11 月 21 日(木) 98.47 99.87 100 

11 月 22 日(金) 73.19 89.31 84.23 

11 月 25 日(月) 94.76 94.13 95.98 

11 月 26 日(火) 92.28 98.00 98.21 

11 月 27 日(水) 35.42 94.15 97.03 

11 月 28 日(木) 92.00 96.63 99.96 

11 月 29 日(金) 99.41 99.97 97.45 

12 月 02 日(月) 99.54 97.38 92.51 

12 月 03 日(火) 95.97 99.97 100 

12 月 04 日(水) 95.17 100 100 

12 月 05 日(木) 100 99.74 100 

12 月 06 日(金) 87.43 100 95.27 
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 第1便 第2便 第3便 

12 月 09 日(月) 90.69 97.42 99.70 

12 月 10 日(火) 95.43 100 94.28 

12 月 11 日(水) - - - 

12 月 12 日(木) 98.76 99.90 99.22 

12 月 13 日(金) 96.50 97.67 99.88 

平均(%) 90.82 97.77 97.03 
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(2)  乗客数 

■試乗体験人数 

⚫ 計 20 日間で延べ 461 名が乗車した。その内一般試乗者が 200 名、関係者試乗者が

261 名であった。 

 
図 2-1 各便における乗客数 

 

 

■一般試乗体験者の年齢層分布 

⚫ 一般試乗体験者の年齢層分布を以下の図 2-2 に示す。 

⚫ 50 代が最も多く、幅広い年代が乗車した。 

 
図 2-2 一般試乗体験者の年齢層分布 

  



-2-25- 

 

■一般試乗体験者の乗降位置 

⚫ 一般試乗体験者の乗車位置を以下の図 2-3、図 2-4 に示す。 

⚫ 今回設置した 6 か所の停留所全てが利用され、沿線の市民利用が期待できる結果と

なった。 

 
図 2-3 一般試乗体験者の乗車位置 

 

 
図 2-4 一般試乗体験者の降車位置 
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■日別・便別乗車人数 

⚫ 日別・便別の乗車位置を以下の図 2-5 に示す。 

⚫ 平均 73.2%※の高い乗車率で運行した。 

⚫ 各日・各便の乗客数を以下の図 2-5 に示す。 

 

 
図 2-5 各便における乗客数 

 

表 2-2 各便における乗客数 

 第1便 第2便 第3便 合計 

11 月 15 日(金) 11 5 6 22 

11 月 18 日(月) 9 9 5 23 

11 月 19 日(火) 7 10 9 26 

11 月 20 日(水) 10 8 5 23 

11 月 21 日(木) 8 4 9 21 

11 月 22 日(金) 4 11 5 20 

11 月 25 日(月) 7 3 3 13 

11 月 26 日(火) 9 10 11 30 

11 月 27 日(水) 9 8 7 24 

11 月 28 日(木) 9 7 7 23 

11 月 29 日(金) 7 11 6 24 

12 月 02 日(月) 9 4 5 18 

12 月 03 日(火) 2 9 10 21 

12 月 04 日(水) 6 8 4 18 

12 月 05 日(木) 6 8 7 21 

12 月 06 日(金) 6 10 8 24 

12 月 09 日(月) 8 9 10 27 

12 月 10 日(火) 10 8 11 29 

12 月 12 日(木) 9 9 10 28 

12 月 13 日(金) 8 11 7 26 
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(3)  自動運転バスの手動介入回数 

⚫ 自動運転バスの手動介入回数の整理結果を以下の図 2-6 に示す。 

⚫ 自動運転走行時の手動介入は、最も多い便で 21 回、最も多い日は 49 回。 

⚫ 手動介入回数は 1 便当たり平均 4.55 回。 

⚫ 最も多い手動介入は、ステア（96 回）で 1 便当たり 1.6 回の介入。 

⚫ 自動運転率を低下させた要因として、運転補助員のアンケートによって以下が挙げ

られている。 

➢ 路駐車両を回避するため 

➢ 信号交差点進入時に信号が変わってしまったため 

➢ カーブミラーや植栽等を検知して停止したため 

➢ 交差点内で停止したため 

➢ 合流時に危険と感じたため 

➢ 歩行者や自転車が横断歩道を渡り切る前に車両が動き出したため  等 

 
図 2-6 自動運転バスの手動介入回数 
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(4)  自動運転バスの手動介入箇所・要因 

⚫ 自動運転バスの手動介入箇所・要因の整理結果を以下の図 2-7 に示す。 

⚫ なお、運転補助員へのアンケート結果から整理を行った。 

 

 
図 2-7 自動運転バスの手動介入箇所・要因 
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2.3.  交通案内員の手配 

⚫ 2 期社会実証では、和光市駅北口の自動運転バス停留所に交通案内員を配置した。 

 

 交通案内員の業務内容 

＜受付時＞ ○関係者が乗車する便の場合 

⚫ プラカードを持って和光市駅の集合場所（下図参照）に出発時刻の 30 分ほど前に

待機する。  

⚫ 試乗者が来たら、氏名を伺い、専用タブレットで予約情報を確認する。  

⚫ 予約確認が取れたら当該試乗者のステータスをタブレットで「乗車」に変更する。  

⚫ 試乗者に説明資料を配布し、資料内の二次元コードからアンケートフォームにア

クセスし、アンケート調査にご協力いただくよう案内する。  

⚫ 自動運転バスの出発時刻 5 分ほど前に和光市駅北口の停留所に試乗者を連れて移

動する。  

⚫ 停留所到着後、自動運転バスに順次乗車頂く。自動運転バスを待つ場合は、他バス

路線利用者の通行の妨げにならないよう案内する。  

⚫ 停留所に直接来た方がいないか確認する。（関係者と思われる方に個別に声をかけ

て確認）  

 

 

図 2-8 関係者の待合場所 

 

○市民が乗車する便の場合 

⚫ プラカードを持って和光市駅北口停留所に出発時刻の 30 分ほど前に待機する。  

⚫ 試乗者が来たら、氏名を伺い、専用タブレットで予約情報を確認する。  

⚫ 予約確認が取れたら当該試乗者のステータスをタブレットで「乗車」に変更する。  

⚫ 試乗者に説明資料を配布し、資料内の二次元コードからアンケートフォームにア

クセスし、アンケート調査にご協力いただくよう案内する。  

⚫ 自動運転バスを待つ間、他バス路線利用者の通行の妨げにならないよう案内する。  

⚫ 停留所に自動運転バスが到着後、順次乗車頂く。  

⚫ 当日急遽乗りたい方がいた場合、1 名であれば乗車を案内する。  
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⚫ 2 名以上の場合は、タブレットで予約状況を確認したうえで、乗車を案内する。  

⚫ その際、氏名・年齢・住所（都道府県+市区町村まで）・降車する停留所を確認して

記録する。 

 

＜バス乗車時＞ 

⚫ 試乗者が降車した際、専用タブレットで降車した方のステータスを「降車」に変更

する。  

→受付の際に顔と名前をある程度一致させておく必要がある。  

⚫ 各停留所手前で停留所名を案内する。  

→例：次は、新倉氷川神社入口、SG リアルティ和光方面に止まります。 

⚫ アンケート調査に回答された方からアンケート調査票を回収する。  

 

 

 

 
図 2-9 交通案内員のイメージ 
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2.4.  予約システム 

試乗者向けに予約システムを構築した。概要を以下に示す。 

 

 イメージ 

 

図 2-10 イメージ 

 

 概要 

⚫ 利用者は、予約システムで乗車場所・降車場所/乗車日/人数/便を指定して予約する。 

⚫ 乗車の際は、交通案内員（自動運転バスに常駐）に氏名を伝えてから乗車頂く。 

⚫ 予約開始は 11 月 2 日（土）から。 

⚫ ネット予約は、24 時間受け付け（システムメンテナンス時間帯の 23:50~2:00 は除く） 

⚫ 予約システムを利用するには、利用者登録として住所/電話番号/氏名/性別/生年月日/

メールアドレスの登録が別途必要 

 
図 2-11 システム概要 
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■バス停名称と位置 

表 2-3 バス停名称と位置 

乗降場名称 乗降場名称（よみがな） 詳細 緯度 経度 

和光市駅北口 わこうしえききたぐち － 35.788896 139.612241 

新倉ロータリー にいくらろーたりー SG方面 35.791350 139.615199 

新倉ロータリー にいくらろーたりー 和光市駅方面 35.791535 139.615752 

地蔵橋 じぞうばし SG方面 35.796069 139.615677 

地蔵橋 じぞうばし 和光市駅方面 35.796056 139.616245 

新倉氷川神社入口 にいくらひかわじんじゃいりぐち SG方面 35.798802 139.617426 

新倉氷川神社入口 にいくらひかわじんじゃいりぐち 和光市駅方面 35.798515 139.617938 

SGリアルティ和光 えすじーりあるてぃわこう － 35.802259 139.618319 

 

※往路復路がある 6 か所のバス停は、予約システムの名称が分かり難い場合は、バス停

名＋（SG リアルティ和光方面）or バス停名＋（和光市駅北口方面）とした。 

※名称が長い場合は、SG 方面や和光駅方面など短縮形で対応。 

 

■運行設定 

表 2-4 運行設定 

バス名称 自動運転バスによる 2期社会実証 

運行 

開始日 令和 6年11月15日（金）  

運行・運休日 
運行日：月～金 

運休日：土日祝日 
 

運行時間 

第 1便（SG方面）11:55～12:10 

第 1便（和光市駅方面）12:15～12:30 

第 2便（SG方面）13:30～13:15: 

第 2便（和光市駅方面）13:20～13:35 

第 3便（SG方面）14:15～14:30 

第 3便（和光市駅方面）14:35～14:50  

運行時間の開始は乗車時刻、

終了は降車時刻になります。 

電話 

予約 

受付開始日 令和 6年11月5日（火） 
電話予約はあくまでも例外な

ので、予約システム上では表

示しない。 

受付日(曜日) 月～金 

受付時間 09:00～17:00 

受付期間 10日前より予約受付  

直前受付 乗車前日まで  

キャンセル 乗車前日まで  

予約上限数 5件 1人あたりが予約ストック数 
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WEB 

予約 

利用・予約開始日 令和 6年11月2日（土）  

受付可能時間 24時間 23:50~2:00はメンテナンス 

受付期間 13日前より予約受付  

直前受付 乗車 60分前まで  

キャンセル 乗車 60分前まで  

新規利用者登録 可  

パスワード変更 可  

問合せ先メールアドレス e0800@city.wako.lg.jp 和光市公共交通政策室 

車両 

&車載器 

運行台数 １台  

最大乗車人数（ドライバ除

く） 
10名（全便）  

車載器タイプ Lenovo：1台  

予備端末 台数 1台  

管理者（設置・交換時送付

場所） 
交通案内員 管理場所は要検討 

その他 バス料金 無料  

 

 

※1 アカウントで 2 人分まで予約可。 

※また１アカウントで別便に限り、もう 2 人分予約可。 

※トータル１アカウントで 4 人分まで予約できるが、1 便あたりは 2 人分まで。） 
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 予約方法 

予約システムにおける予約方法を以下に示す。 

 

 

図 2-12 予約方法 
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2.5.  アンケートによる快適性・安全性の検証 

実証実験中、試乗者・運転補助員のそれぞれを対象にアンケート調査を行った。 

■アンケート調査の実施 

⚫ 調査目的 

今後の社会実装の検討に役立てることを目的に、自動運転バスの「快適性」や「安

全性」等に関して、自動運転バスに試乗された方及び運転を補助された方へ、アンケ

ート調査を実施した。 

⚫ 調査対象者 

試乗体験者 自動運転バスに試乗された市民等及び関係者 

運転補助員 自動運転バスの運行を補助した乗務員 

⚫ サンプル数 

試乗体験者 301サンプル（うち市民等 113名） 

運転補助員 15サンプル 

 

アンケート結果により、得られた成果を図 2-13、図 2-14 に示す。 
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図 2-13 2 期社会実証の実施効果① 
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図 2-14 2 期社会実証の実施効果② 
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2.6.  データ分析による路車協調システムの有効性 

2 か所の無信号交差点において、路車協調システムを導入した。その有効性について、以下に示す。 

 

図 2-15 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析による評価方法 
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図 2-16 無信号交差点における路車協調システムの有効性–車側データによる検知結果 
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図 2-17 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(1) 
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図 2-18 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(2) 
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図 2-19 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(3) 
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図 2-20 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(4) 
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図 2-21 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(5) 
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図 2-22 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(6) 
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図 2-23 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(7) 
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図 2-24 無信号交差点における路車協調システムの有効性–データ分析(8) 
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3.  本格社会実装に向けた運用スキームの検討 

3.1.  自動運転サービス導入事業の概要 

自動運転サービス導入事業の概要について、整理を行った。結果を以下に示す。



 

 

-3
-2
- 

 

 

図 3-1 自動運転サービス導入事業の概要【全体計画】 
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図 3-2 自動運転サービス導入事業の概要【フェーズ１】 
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図 3-3 自動運転サービス導入事業の概要【フェーズ２】 
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図 3-4 自動運転サービス導入事業の概要【フェーズ３】 
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3.2.  フェーズ２実施概要 

R7年度以降のフェーズ 2の実施概要・方針、ロードマップを以下に示す。 

 

図 3-5 【フェーズ２】実施方針 
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図 3-6 【フェーズ２】ロードマップ 
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図 3-7 【フェーズ２】事業概要 
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図 3-8 【フェーズ２】導入予定車両の概要 
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図 3-9 自動運転サービスにおける他市町の事業スキーム事例 
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3.3.  フェーズ２実施体制 

フェーズ 2における実施体制を以下に示す。 

 

図 3-10 【フェーズ２】実施体制 
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3.4.  フェーズ２概算事業費 

フェーズ 2における概算事業費の整理結果を以下に示す。 

 
図 3-11 【フェーズ２】運航費用 
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図 3-12 【フェーズ２】維持費及び EVバスの充電設備整備費 
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図 3-13 【フェーズ２】車線整備費 
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4.  広報物の制作 

自動運転サービス導入事業に関わる広報物の制作を行った。 

なお、制作した広報物は、以下 5点である。 

 

【制作物】 

⚫ 実証実験広報ポケットティッシュ 

⚫ 自動運転バス用マグネットシート 

⚫ 実証実験広報チラシ 

⚫ のぼり旗 

⚫ 事業広報パンフレット 

⚫ 事業広報動画 
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4.1.  実証実験広報ポケットティッシュ 

⚫ 実証実験中に試乗車を公募する旨を示すポケットティッシュ用のチラシを制作した。 

 

 
図 4-1 実証実験広報ポケットティッシュ 
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4.2.  自動運転バス用マグネットシート 

 

⚫ 2期社会実証に向け、自動運転バスが社会実証中であること等を示すマグネットシート

を制作した。 

⚫ 制作したマグネットシートの種類及び寸法を以下の表 4-1に示す。 

 

表 4-1 自動運転用マグネットシートの種類 

NO 配置箇所 種類（掲載文） 寸法 

1 車体前面 実証案内（自動運転バス社会実証中） 170×1240mm 

2 車体前面 実証案内（自動運転バス社会実証中） 380×900mm 

3 車体側面 実証期間（11 月 15 日～12 月 13 日の平日） 260×900mm 

4 車体側面 実証案内（自動運転バス社会実証中） 330×2,280mm 

5 車体側面 実証期間（11 月 15 日～12 月 13 日の平日） 220×2,280mm 

 

■マグネットシートイメージ 

⚫ 制作したマグネットシートのイメージを図 4-2から図 4-6に示す。 

 

 
図 4-2 実証案内（自動運転バス社会実証中）_170×1240mm 

 

 

図 4-3 実証案内（自動運転バス社会実証中）_380×900mm 
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図 4-4 実証期間（11月 15日～12 月 13日の平日）_260×900mm  

 

 

図 4-5 実証案内（自動運転バス社会実証中）_330×2,280mm 

 

 

図 4-6 実証期間（11月 15日～12 月 13日の平日）_220×2,280mm 
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4.3.  実証実験広報チラシ 

 

⚫ 2期社会実証に関する広報チラシを制作した。 

 
図 4-7 広報チラシ（表）
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図 4-8 広報チラシ（裏） 
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4.4.  のぼり旗 

⚫ 2期社会実証に関するのぼり旗を制作した。 

 

 

図 4-9 のぼり旗 
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4.5.  事業広報パンフレット 

⚫ 今までの自動運転サービス事業の取組と今後の展望に関する広報パンフレットを制作

した。 
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図 4-10 広報パンフレット① 
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図 4-11 広報パンフレット② 
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図 4-12 広報パンフレット③  
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図 4-13 広報パンフレット④
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4.6.  事業広報動画 

⚫ 2期社会実証に関する広報動画を制作した。 

 

4.6.1.  広報動画制作要領 

⚫ 広報動画を以下の表 4-2に示す要領で制作した。 

 

表 4-2 制作要領 

項目 要領 

再生時間 2 分程度 

動画縦横比 縦 16×横 9（1920×1080px） 

BGM あり 

ナレーション あり 
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4.6.2.  広報動画シナリオ 

 
図 4-14 広報動画のシナリオ① 
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図 4-15 広報動画のシナリオ②  



 

 

-4
-1

6
- 

 
図 4-16 広報動画のシナリオ③③ 
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5.  車内説明員の配備 

2期社会実証では、自動運転バス内に実証実験の概要や自動運転の運行、自動運転状況

等を説明するための車内説明員を配備した。 

 

5.1.  車内説明員の業務内容 

■路車協調システム実証実験で使用する路側カメラのバッテリーを交換する 

⚫ バッテリーは、専用ボックスに格納されている。 

⚫ 使用済みのバッテリーを新倉北地域センターに持って行って充電する。（充電箇所は

図 5-1参照） 

⚫ 充電されたバッテリーを持って交換する。 

 

 

図 5-1 バッテリー充電箇所 

 

 

■タブレットを交通案内員に渡す 

⚫ タブレットを 3台持参する。（予備機含む） 

⚫ 11 時 15 分に和光市駅構内のスターバックス前で交通案内員①と合流し、タブレッ

ト 1台を渡す。 

⚫ 第 3便終了後、交通案内員からタブレット 1台を回収する。 

⚫ 12 時 45 分に和光市駅構内のスターバックス前で交通案内員②と合流し、タブレッ

ト 1台を渡す。 

⚫ 第 2便終了後、交通案内員②からタブレット 1台を回収する。 

⚫ タブレット 3台（予備機含む）を持ち帰って充電する。 
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■車内で事業を説明する 

⚫ 説明資料をもとに車内で事業について説明する。 

⚫ 自動運転走行時、路車協調システム走行時、一般車線で混在走行時、停留所を案内

する。 

⚫ 試乗者からの質問に回答する。 

 

■写真を撮影する 

⚫ SGリアルティ和光到着後、自動運転バスを背景に集合写真を撮影する。 

⚫ 建物が写らないよう撮影する。 

 

■アンケート調査票を回収する 

⚫ バス乗車中にアンケート調査に回答された方の調査票を回収する。 

⚫ 後日回答される方は、説明資料内の二次元コードからフォームにアクセスして回答

いただくよう案内する。 

⚫ 新倉北地域センターに投函ボックスを用意するので別途投函いただくよう案内する。 

⚫ 予約なしで乗車名前・住所（都道府県・市区町村）・年齢を記録する。 

 

■運休連絡 

⚫ 自動運転バスが運休する場合、当日朝 9時までに東武バスウエスト社を起点に連絡す

る。 

※相当な事象（大規模な積雪や運行ルートの通行止め等）が発生しない限り運休はしな

い。 

 

 

図 5-2 運休に関する連絡体制 

   

株式会社長大 

TEL：03-3532-8605 

【運営事業者】 

東武バスウエスト 

新座営業事務所 

TEL：048-477-3934 

運休決定 

和光市公共交通政策室

TEL：048-424-9135 

アシスト株式会社 

TEL：048-953-9088 
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■その他 

⚫ カジュアルな服装（常識の範囲内）で良い。 

⚫ 業務中は腕章をつけて業務にあたる。 

⚫ 人身事故や大雪等で定刻までに現場に到着できない場合は、和光市の職員が代理で対

応する。緊急時は、和光市公共交通政策室（048-424-9135）に連絡する。 

 

5.2.  車内配布資料・説明内容 

社内配布資料と説明内容を以下に示す。 
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図 5-3 車内配布資料（表紙） 
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図 5-4 車内配布資料（p1） 
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図 5-5 車内配布資料（p2） 
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図 5-6 車内配布資料（p3） 
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■説明内容 

◎表紙参照 

【バスの扉が閉まってから新倉ロータリー停留所まで】 

本日は、和光市の 2期社会実証にご参加いただきありがとうございます。 

お配りしましたこちらの資料をもとに、これまでの自動運転バス導入事業の取り組み

と今回の 2期社会実証について簡単に説明させて頂きます。 

ページをめくって頂きまして、自動運転バス導入事業についてご説明いたします。 

 

◎p1参照 

和光市では、和光版MaaS構想のひとつとして、令和 2年から自動運転サービス導入事

業を進め、近年問題視されておりますバス運転手不足への備えや既存公共交通の維持充

実を図り、全市民の移動の自由を確保することを目的として取り組んでおります。 

これまで、1期社会実証として令和 5年の夏に 10 日間、1期社会実装として令和 6年

の冬に 21日間、自動運転バスをレベル 2走行させ、自動運転バスの技術が安全かつ効果

的に機能するかを確認してまいりました。 

それら 1 期社会実証・実装の課題等踏まえ、今回 2 期社会実証を実施することになり

ました。 

ページをめくって頂きまして、2期社会実証の概要についてご説明いたします。 

 

◎p2参照 

2期社会実証は、11月 15日から 12月 13日までの平日限定で、21日間、毎日 3便を運

行します。 

運行区間は、これまでと同様、和光市駅北口と SGリアルティ和光間を結ぶ SGリアル

ティ和光線とし、途中に停留所を 6箇所設置して運行します。 

自動運転は、右の地図内の赤色実線で示したバス専用通行帯と、青色実線で示した一般

車線を自動運転レベル 2で走行します。 

今回の実証走行では、意図しない手動介入箇所やバス停停車時・信号交差点直進・右折

時・一般車線走行時における快適性・安全性等を検証するとともに、右の地図内の白塗り

四角で示した無信号交差点 2 箇所において路車協調システムの有効性を検証することを

目的としております。 

ページをめくって頂きまして、路車協調システムの概要についてご説明いたします。 

 

◎p3参照 

先ほどの地図で示した無信号交差点 2 箇所の写真を示しておりますが、お分かりいた

だけるように外環道の橋脚や側道部を走る車両によって、自動運転バスから見えない範

囲が存在しております。 

そうした範囲にいる歩行者・自転車等を路側センサで検出し、自動運転バスの安全な走

行が実現できるよう、物標の種別や方向・速度・位置等の情報を自動運転バスにあらかじ

め通知することで車両を制御する実験を行います。 
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それでは、新倉ロータリーに停車いたします。発車後は、バス専用通行帯での自動運転

走行となります。 

【SGリアルティ和光到着前】 

それでは、SGリアルティ和光に到着となります。こちらでは、数分程度停車し、再度

和光市駅北口に向けて出発となります。 

その間ですが、本日 2期社会実証にご参加いただいた記念として、自動運転バスと皆さ

まとで記念撮影を行えればと思います。 

ご協力いただける方は、バスが停車しましたら、大変恐れ入りますがバスから降車頂き、

記念撮影にご協力いただけますと幸いでございます。 

【和光市駅北口到着前】 

本日は和光市の 2期社会実証にご参加いただきありがとうございました。 

本日お配りしましたこちらの資料の表紙に掲載した二次元コードをスマホでスキャン

頂き、アンケートにご協力をお願いできますと幸いです。 

今後の本事業の参考とさせて頂きたいため、皆様ぜひご協力をお願いいたします。 

最後になりますが、本日は和光市の 2 期社会実証にご参加いただき大変ありがとうご

ざいました。皆さまお気をつけてお帰りくださいませ。 
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6.  報告書・説明資料の作成 

前章までの内容を取りまとめた報告書を作成した。 

また、説明資料として、和光市未来技術地域実装協議会及び和光市レベル４モビリテ

ィ・地域コミッティ（WG含む）や地域住民への説明会で使用する資料を作成した。 

 

6.1.  報告書の作成 

本業務の報告書を以下に示す項目で作成した。 

 

①業務概要 

②2期社会実証及び本格社会実装の運営支援 

③本格社会実装に向けた運用スキームの検討 

④広報物の制作 

⑤車内説明員の配備 

⑥報告書・説明資料の作成 

⑦打合せ協議 
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6.2.  説明資料の作成 

和光市未来技術地域実装協議会及び和光市レベル４モビリティ・地域コミッティ（WG

含む）や地域住民への説明会で使用する資料、また協議会及び説明会での協議事項を整理

した協議録を作成した。 

作成した資料の内訳を以下の表 6-1に示す。 

 

表 6-1 業務項目 

NO 開催年月日 会議名称 説明資料作成 協議録作成 

1 2024年08月30日 

第10回和光市未来技術地域実装協議会及び

第 1回和光市レベル４モビリティ・地

域コミッティ 

〇 〇 

2 2024年10月05日/08日/09日 市民説明会 〇 〇 

3 2025年01月14日 第4回WG 〇 〇 

4 2025年01月23日 

第11回和光市未来技術地域実装協議会及び

第 2回和光市レベル４モビリティ・地

域コミッティ 

〇 〇 
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6.2.1.  第 10 回和光市未来技術地域実装協議会及び第 1 回和光市レベル４モビリテ

ィ・地域コミッティ 

⚫ 2024年 8月 30日（金）開催の第 10回和光市未来技術地域実装協議会及び第１回

和光市レベル４モビリティ・地域コミッティの説明資料及び協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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(2)  協議録 
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6.2.2.  市民説明会 

⚫ 2024年 10月 5日（土）、8日（火）、9日（水）開催の市民説明会の説明資料及び協議

録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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-6-12- 

 
 

 
  



-6-13- 

 
 

 

  



-6-14- 

 

 

 

  



-6-15- 
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(2)  協議録 

1)  10月 5日開催分 
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2)  10月 9日開催分 
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6.2.3.  第 4回 WG 

⚫ 2025年 1月 14日（火）開催の第 4回WGの説明資料及び協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 

1)  資料① 
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-6-30- 
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2)  資料② 
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(2)  協議録 
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-6-44- 

6.2.4.  第 11 回和光市未来技術地域実装協議会及び第 2 回和光市レベル４モビリテ

ィ・地域コミッティ 

⚫ 2025年 01月 23日（木）開催の第 11回和光市未来技術地域実装協議会及び第 2回

和光市レベル４モビリティ・地域コミッティの説明資料及び協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 

1)  資料① 
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2)  資料② 
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3)  資料③ 
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-6-63- 

 

 

 

  



-6-64- 
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(2)  協議録 
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7.  打合せ協議 

業務実施における打合せ協議を 4回実施した。 

実施した打合せ協議の実施日・出席者・形式を以下の表 7-1に示す。 

 

表 7-1 打合せ協議実施日・出席者・形式 

NO 実施日 出席者 形式 

1 2024 年 8 月 30 日 
⚫ 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

⚫ 長大 ：佐々木、長谷川、生越 
対面 

2 2024 年 9 月 19 日 
⚫ 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

⚫ 長大 ：佐々木、長谷川、生越 
対面 

3 2025 年 1 月 14 日 
⚫ 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

⚫ 長大 ：佐々木、白石、生越 
対面 

4 2025 年 1 月 23 日 
⚫ 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

⚫ 長大 ：佐々木、白石、生越 
対面 

 


